
 

新型インフルエンザ等対策特別措置法の適用対象に新型コロナ

感染症を加える改正法が成立しました。

この法の最大の問題は、緊急事態宣言によって、外出の規制、

学校の休校、社会福祉施設や映画、スポーツなどでの施設利用の

制限や停止、臨時の医療施設開設のため民間の土地や建物の強制

使用など、私権制限を行えることです。しかも応じない場合は罰

則規定もあるのです。

さらなる問題点は、発令の要件が曖昧な点です。要件は「国民

の生命、健康に著しく重大な被害を与える恐れ」がある感染症の

「全国的かつ急速なまん延で、国民生活、国民経済に甚大な影響

を及ぼす恐れ」がある場合と規定しています。しかし、どんな症

状が「著しく重大」で、どういう事態が「急速」で、影響が「甚

大」なのかの認定は政府に委ねられているだけで、これらを判断

する上で、医療関係者などの専門家の意見を聞くことを義務付け

ていないのです。

この特措法は、安倍首相の“独断”政治に法的根拠を与える危

険性があります。緊急事態だからこそ、科学的根拠、丁寧な議論、

国民の納得が必要です。権力集中と独断政治は必要ありません。

あなたの疑問にお答えします

新型コロナ特措法の問題点は？
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友
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れ
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。
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８
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入
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狭
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台
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摘
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。
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６
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く
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新
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感
染
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大
変
だ
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っ
た
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で
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非
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